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世界に羽ばたく社会課題解決型
スタートアップ創出プロジェクト

「IMPACT FLOW KYOTO 2025-
2026」



■事業目的
グローバル展開を見据え、環境・エネルギー、教育、医療、文化等、あらゆる分野
の社会課題の解決に挑む創業予定者及びスタートアップに対し、補助金を交付
（審査あり）し支援するもの

■主催等
〇主催 京都市・（公財）京都高度技術研究所（ASTEM）
〇運営受託（審査会運営等） 株式会社taliki



■補助対象事業

環境・エネルギー、教育、医療、文化等、あらゆる分野において、革新的なアイデ
アで社会課題解決に貢献し、グローバル展開の可能性を有する事業

■申請部門
１ 創業支援部門

 グローバル展開の可能性を有する、社会課題解決に取り組む創業前の
起業家・創業間もないスタートアップを支援し、新たなスタートアップの創出・
成長につなげる。

２ STEP-UP部門
     グローバル展開の可能性を有する、社会課題解決型スタートアップのPMF 

（Product Market Fit）実現に向けた商品・サービスの開発等を支援する。



■補助金額等
創業支援部門 STEP-UP部門

対象者
創業前の起業家（※1）
創業2年未満のスタートアッ
プ（※2）

創業(10年未満）～シリー
ズAのスタートアップ(※2)

補助金額 補助上限額：50万円
補助率：2/3

補助上限額：200万円
補助率：2/3

採択件数 6件程度 6件程度
補助対象

期間
2026（令和8）年4月1日（水）から
2027（令和9）年2月28日（日）まで

※1 スタートアップ設立の意思を有し、補助事業終了日までに創業し、京都市内に
 商業登記すること。

※2 補助事業終了日までに京都市内に拠点を設け、商業登記すること。
⇒申請日時点で京都に拠点が無くても申請可能



■補助対象経費
経費区分 留意点等

①事業費

旅費 グリーン料金等は対象外

材料・消耗品費
補助事業実施に不可欠な機能・規模のものに限る

財産・備品購入費

その他直接経費 謝金、リース料、広告費等

②委託費（外注費） 市場調査委託、デザイン、システム開発費等
※補助事業の根幹部分の要素全ての委託は不可

③家賃 補助対象期間で月１万円まで対象
※コワーキングスペースも対象

④直接人件費
原則、役員を除いた人件費が対象
創業支援部門は創業後に限る
①＋②＋③の申請額の１／３を上限

※詳細は募集要領を参照



〇申請期間
2025（令和7）年6月30日（月）
～ 2025（令和7）年10月17日（金）17時（必着）
※最終日の17時以降は受理不可

〇申請方法
必要書類をWEBフォームからアップロード
＜必要書類＞
１交付申請書【様式第１号】
２事業計画書（収支予算書含む）【様式第２号】
３商業登記事項全部証明書(履歴事項証明書) 
４家賃支払いの証明（家賃を予算に含める場合）
５法人等の事業内容の分かるもの（会社パンフレット等）
６直近２期分の決算報告書（貸借対照表、損益計算書）
７住民票
８納税証明（市民税、固定資産税及び都市計画税）
※3～7は創業前の場合不要

■申請方法等



■申請・審査のスケジュール

書類審査（申請多数の場合のみ）

申請締切
2025年10月17日（金）17:00

一次審査（プレゼンテーション審査（オンライン・非公開））
2025年11月19日（水）13:30～【各申請者10分（プレゼン5分・質疑3分）】

※両部門10件程度通過(予定)
※11月中に通過・不通過関わらず結果を通知します。

申請者説明会（任意参加）
2025年8月26日（火）・10月6日（月）15:00～16:00



最終審査（プレゼンテーション審査（オフライン・公開審査））
2026年1月22日（木）午後
＜プログラム（予定）＞
・プレゼンテーション（両部門10件程度）
・ゲストによるパネルディスカッション
・結果発表（補助金採択者、企業賞）
・懇親、交流会
＜会場＞京都リサーチパーク4号館 バズホール

※両部門6件程度採択（予定）

（昨年の様子）



■審査（採択）のポイント

１ 社会課題の深堀りができているか
⇒創業支援部門で特に重視

２ 事業（社会課題解決策）の具体性、事業成長の可能性を有しているか

３ 社会への貢献度が高く、地域経済の活性化さらにはグローバル展開が
 望めるか

⇒STEP-UP 部門で特に重視

４ 申請者の業務執行能力（書類作成・プレゼン方法等）

一次審査、最終審査共に、複数の審査員が以下４点の観点から審査します。



■採択後の支援（一部予定）
〇補助金の交付
 原則として、事業期間終了（2027年2月末）後の精算払
※概算払いの必要性があると判断された場合、交付予定額の１／２までの概算払いが

    可能

〇京都市・（公財）京都高度技術研究所による伴走支援
・イノベーション創出コミュニティー
（STC3）の使用料１年免除

※入会金（11,000円が別途必要）

・展示会への出展補助や京都市主催
 イベント等への参加

※IVS2025での採択者によるピッチ



■いただいた質問（抜粋）
Ｑ 子会社の場合は補助対象になりますか？
Ａ 設立10年未満（創業支援部門の場合は2年未満）であり、発行済株式の総数

 または出資金額の1/2以上が同一の大企業（業種ごとに定められた資本金・従業
 員数のいずれかを満たす企業（例：サービス業の場合 資本金5千万円以下、

     従業員数100人以下））の所有に属している会社、発行済株式の総数又は出資
金額の 2/3以上が複数の大企業の所有に属している会社、大企業の役員を兼ねて
いる者が役員総数の1/2以上を占めている会社でなければ補助対象になります。

Q  「グローバル展開」のイメージと過去の採択者のグローバル展開実績を教えてください。
A 将来的に海外市場に商品・サービスを提供・販売することを指します。

 本補助事業は昨年度から始まった事業で、今年度が補助事業実施期間のため、
 お示しできるグローバル展開実績はありません。

Q  補助率2/3だが、残りの1/3を他の補助金とすることは可能ですか？
A できません。同一の事業に他の補助金も充当する予定の場合、総事業費から
 他の補助金額を除いた額の2/3が補助金交付額となります。
 ※例：総事業費360万円、国補助金120万円の場合、本補助金の

交付額は （360万円-120万円）×2/3=160万円



■よくある質問（抜粋）
Ｑ 「スタートアップ」とは何ですか？
Ａ 「創業１０年未満の中小企業者」と定義しています。中小企業者の定義は、

募集要領3ページ目をご参照ください。

Ｑ 「創業」とは何を指しますか？
Ａ 株式会社、合名会社、合資会社、合同会社のいずれかの法人設立です。

（一般社団法人や NPO 法人の設立は不可）

Ｑ 「創業支援部門」・「STEP-UP 部門」の両方対象となる場合、重複して申請可能
 することは可能ですか？

Ａ 重複して申請はできません。 

Ｑ 「シリーズＡまでのスタートアップ」とは何ですか。投資（資金調達）を受けている場合、
 対象外となりますか？

Ａ Product Market Fit 実現に向けた商品・サービスの開発を行っているスタートアップ
 (法人設立 10 年未満)が対象です。 投資を受けているか、いないかは、要件とし
ていません。



■よくある質問（抜粋）
Ｑ 学生でも申請できますか？
Ａ 申請できます。

Q  グループで申請できますか？
A 申請できません。申請は1事業者単位でお願いします。

Q  京都市内に「本社又は事業所等の事業拠点を有している」とは、具体的にどういう
 ことですか？研究所や支店でもいいですか？

A 「京都市内に本社又は事業拠点を有している」とは、「本店や支店等の事業拠点を
 京都市内に設置（登記）しており、実態として事業を行っている」ことを言います。

Q 申請時に京都市内に拠点がなくても、STEP-UP部門に申請できますか？
A 申請できます。ただし、2027年2月28日までに京都市内に事業所を設け、

 商業登記していただく必要があります。

Q  創業1年未満で、決算書や納税証明書がありませんが申請可能ですか？
A そのような理由の場合は、ご提出できなくても申請可能です。なお、申請時に

 必要書類のご提出がない場合は、その理由を確認させていただく場合があります。



申請を
お待ちして
おります
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